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1. はじめに
　次に示すのは、筆者（尾崎）が学んだ上田市立第一中学校（長野県）の校歌である。





























































































































































　一方、校歌制定年は全て戦後である。特に 1950 年代～ 60 年代は校歌制定年のピー
クであり、その後は新たに設立される学校もそれほど多くないため（特に 1990 年代
以降）、新たに制定される校歌も減少傾向となる。全体としては、戦後すぐの時期か









































はほとんどない。「含む」の学校数（＝校歌数）は、全体 47 校、小学校 27 校、中学
校 14 校、高等学校 6 校である。以下ではこれらを実際の分析対象とする。
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　一段活用は全体で 34 件、二段活用は全体で 19 件あったが、それぞれの終止形／連




































　まず、学校設立年との関係を見てみよう。結果は表 3-1 ～表 3-4 のとおりであった。






















2 1870 年代（17 校） 15 
1880 年代（1 校） 1
1890 年代（0 校）
1 1900 年代（2 校） 1
1 1910 年代（1 校）
1 1920 年代（2 校） 1
1 1930 年代（1 校）
1 1940 年代［前半］（１校）
8 1940 年代［後半］（９校） 3
1950 年代（2 校） 2 
2 1960 年代（4 校） 2 
1970 年代（2 校） 2 
1 1980 年代（4 校） 3 
1990 年代（0 校）





　 1870 年代（0 校） 　
1880 年代（0 校） 　
1890 年代（0 校）
　 1900 年代（0 校） 　
　 1910 年代（0 校） 　
　 1920 年代（0 校） 　
　 1930 年代（0 校）
　 1940 年代［前半］（0 校）
8 1940 年代［後半］（8 校） 2 
1950 年代（1 校） 1 
2 1960 年代（2 校） 　
1970 年代（1 校） 1 
1 1980 年代（2 校） 1 
1990 年代（0 校）





2 1870 年代（17 校） 15 
1880 年代（1 校） 1 
1 1890 年代（2 校） 1 
1900 年代（0 校） 　
1910 年代（0 校） 　
1920 年代（1 校） 1 
1930 年代（0 校）
1940 年代［前半］（0 校）
1940 年代［後半］（1 校） 1 
1950 年代（1 校） 1 
1960 年代（1 校） 1 
1970 年代（1 校） 1 







　 1870 年代（0 校）
1880 年代（0 校）
1890 年代（0 校）
　 1900 年代（0 校）
1 1910 年代（1 校）
1 1920 年代（1 校）
1 1930 年代（1 校）
1 1940 年代［前半］（1 校）
　 1940 年代［後半］（0 校）
1950 年代（0 校） 1 
　 1960 年代（1 校）
1970 年代（0 校）
　 1980 年代（0 校）
1990 年代（0 校）




























1 1940 年代［後半］（2 校） 1 
4 1950 年代（8 校） 4 
3 1960 年代（9 校） 6 
1970 年代（4 校） 4 
1 1980 年代（3 校） 2 
1990 年代（0 校）
1 2000 年代（1 校）
2 不確定（3 校） 1 





1940 年代［後半］（0 校） 　
3 1950 年代（4 校） 1 
1 1960 年代（1 校） 　
1970 年代（1 校） 1 
1 1980 年代（1 校） 　
1990 年代（0 校）
　 2000 年代（0 校）
2 不確定（2 校）





1940 年代［後半］（1 校） 1 
1950 年代（3 校） 3 
1 1960 年代（6 校） 5 
1970 年代（3 校） 3 
　 1980 年代（2 校） 2 
1990 年代（0 校）
　 2000 年代（0 校）
　 不確定（1 校） 1 





1 1940 年代［後半］（1 校） 　
1 1950 年代（1 校） 　
1 1960 年代（2 校） 1 
1970 年代（0 校） 　
　 1980 年代（0 校） 　
1990 年代（0 校）
1 2000 年代（1 校）
　 不確定（0 校）










































































































































































定を含む）のは 25 校である。その中で特に校歌の制定が集中している 1950 年代から
1970 年代に制定された校歌について、形容詞が現代文法である校歌と古典文法であ
る校歌の数はそれぞれ次の通りであった。
　　【1950 年代】　現代文法…3 校　　古典文法…2 校
　　【1960 年代】　現代文法…9 校　　古典文法…1 校
























　今回の調査で収集した 88 校の校歌のうち、分析対象となるのは全体で 49 校（56％）






































































































































　本稿は、ノートルダム清心女子大学日本語日本文学会第 18 回大会（2015 年６月 20
日）における口頭発表「校歌の歌詞に関する言語学的分析－倉敷市の公立学校の場合
－」（尾崎喜光・杉尾瞭子・只野智子）をもとに、尾崎と杉尾の発表箇所を加筆・修
正したものである。当日コメントをくださった参加者の皆様に感謝申し上げる。
（おざき　よしみつ／本学教授）
（すぎお　りょうこ／本学大学院生）
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